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高須山
の元気っ子！高須幼稚園は

「幼稚園型認定こども園」
になりました！

高須幼稚園はこんな
トコ！

何が変わったの？

❶０歳から５歳までの一貫した保育・教育を行います。

❷働くパパママも安心の自園調理による完全給食です。

❸自然体験活動・木育を保育実践に取り入れ、自然の中で

　五感を使う体験を大切にしています。

当園では「全職員が全園児を」を合言葉に、子
どもたちがリラックスして過ごせる環境構成を
行っています。また、全園児に目が行き届くよ
う、全学年１クラス制の少人数保育を行ってい
ます。

※生後６か月

幼児期には、よりリラックスした状態での体験
の方が深い学びにつながると言われていま
す。また、少人数でのびのびと生活することは、
決められたルールを守るだけでなく、主体性を
持ち自律的に行動する子どもの育ちへとつな
がります。

春はツマグロヒョウモン蝶、夏はセ
ミやカニ、秋は銀杏の絨毯など季
節ごとに様々な動植物が園庭に溢
れています。

高須～介良～大津一帯が浸
水した‘98豪雨でも当園は
全く浸水してませんでした！

幼稚園に隣接する高須山は強固な岩山であり、当園では南海
トラフ地震等の避難場所として園舎屋上及び高須山を設定し
避難訓練を行っています。また、高須山へは、標高15m地点ま
で徒歩５分ほどで到着でき、幼稚園一帯も強固な地盤の上に
あるため地震だけでなく浸水などの災害にも強い立地にあり
ます。

高須幼稚園の園庭は、四季折々の動植物など自然に
溢れており、四季の移り変わりを体いっぱいに感じる
ことができます。また、川向かいには広大な田園地帯
が広がり、市街地にありながら豊かな景観に恵まれて
います。

子どもとの「団らん」を大切に、１学年１クラス制の少人数保育

高須山と舟入川に面した自然溢れる環境

災害時の安全な避難場所
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高須幼稚園の目指
す保育・教育

「支えあう子どもたち」
～ やる気・優しさ・たくましさを育む見守りの保育 ～

これまで40年余に亘り、私たちは
やる気・優しさ・たくましさを育む「見守りの保育」を実践し
子どもたちの将来を見据えた教育を行ってきました。

途中、お受験の低年齢化など
時代の流れが能力主義に傾いた時期もありましたが、
今日になって改めて世界中の教育研究で
人々が共に支えあい生きること
子どもたちの主体性・自主性を育むことの
重要性が見直されています。

令和３年度に幼稚園型 認定こども園に移行し
０～５歳の一貫した保育・教育と自園調理での完全給食、
自然体験や木育を保育実践に取り入れるなど
子どもたちの園で過ごした時間が
未来を生きる糧となるよう
“全職員が全園児を”を合言葉に
日々保育に取り組んでいます。
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高須幼稚園の目指
す保育と教育

「支えあう子どもたち」
・健康で明るい子ども
・思いやりのある子ども

・自分で考えのびのび表現できる子ども
・最後まで頑張る子ども

教育・保育課程

年間指導計画

月案

週案

年間行事

日々の保育

「見守りの保育」
全職員が全園児を！

木育

高須幼稚園では、文部科学省の定める幼児教育要領に準拠しつつ、教育目標として「支えあう子どもたち」を掲
げ、「健康で明るい子ども」「思いやりのある子ども」「自分で考えのびのび表現できる子ども」「最後まで頑張る
子ども」の４つの子どもの育ちを重視し、年間を通じて保育実践に取り組んでいます。また、子どもたちの健や
かな心身の育ちの実現に向けて、オーガニック食材を使用した自園調理の完全給食、自然体験活動や木育、課
外教室の充実など、これからますます加速化、複雑化していく時代の中で、子どもたちがたくましく生きる糧と
なるよう、生きた体験を通じた質の高い保育を目指しています。

子どもの生活の中心は遊
びです。大人が先回りせ
ず、子どもたちがやりたい
と思うことを存分にやりま
す。時には失敗したりケン
カすることも沢山あります
が、その生きた体験を通
じて色 な々ことに気づき、
粘り強い心や我慢する心
が育ちます。

子ども一人一人の思いを
大切にしています。自分が
きちんと受け止められたと
いう満足感はやがて友
だちへの思いやりとなり、
お互いに違いを認め、支
えあう子どもたちの姿とな
ります。

園庭を広く使った遊びや
新五感※を磨く遊具で思
いっきり体を使う中で、た
くましい身体が育ちます。
また、土、砂、粘土、色水、
鳥、昆虫、カニ、魚、野菜、
草花など、いろんなものに
日々触れることで豊かな
感性を養います。

集団生活を送る中で、そ
れぞれの個性を知り、お
互いの気持ちが分かりは
じめると、親しみをもって
かかわる優しい心が育ち
ます。また、生き物や植物
に囲まれた生活は、興味
や関心がおのずと引き出
されて、自然を慈しむ心の
育ちにつながります。

【見守りの保育】
自ら考え、行動できる
芯の太い心の育ち

【支えあう心】
一人一人が互いの
個性を認めあう育ち

【本物との出会い】
日々の園生活が
育む豊かな感性

※新五感：

【心の芽生え】
人や自然を慈しみ、
思いやる心を大切に

教育目標

自然体験

遊具メーカーのアネビーが現代遊具において提唱する、子ども
の発達に必要な新たな感覚。聴覚、視覚、バランス覚（前庭
覚）、タッチ覚（触覚）、ボディ覚（固有覚）の５つで構成。

文部科学省
幼児教育要領

幼児期の終わりまでに
育ってほしい
「１０の姿」

オーガニック
給食
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年間行事

自然体験から学ぶ

●入園式
●参観日、個人面談

●親子遠足
●イチゴ狩り（年長）

●参観日
●プール開き
●音楽会（年中・年長）

●プール参観
　（年小・年中・年長）
●デイキャンプ（年長）

●おかえりなさい1年生
　（卒園児）
●夏まつり

●敬老参観日
　（年小・年中・年長）

運動会

生活発表会

卒園式

入園式

プール開き

敬老参観日

秋には園庭にイチョウの絨毯ができます コスモス畑でお散歩

保育室で羽化する蝶もいます

田植えや稲刈り体験

木の実やはっぱでバーベキュー

園の周りにはカエルやカニが沢山！！

園の中や外で
自然の中で

たくさんのことを
体験していきます。

4月

5月

6月

7月

8月

9月

●運動会
●芋掘り

●秋まつり
●参観日
　（年小・年中・年長）
●親子遠足（隔年）

●生活発表会
●餅つき
●クリスマス会

●参観日
　（年小・年中・年長）

●節分
●お別れ会

●お別れ遠足
　（年小・年中・年長）
●卒園式

11月

10月

12月

2月

1月

3月

自然に触れ、物作りに触れ、
みんなと一緒にいろんな体験を通じて、
健やかで元気な子どもたちを育てていきます。
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１．令和７年度 園児
募集人数

認定こども園や幼稚園・保育所の利用者は、
諸条件により必ず以下のいずれかの認定を受けることとなります。

年齢

５歳児
（年長組）

１歳児

１号認定

13名

10名

10名

2020年（R2年）4月2日～ 
2021年（Ｒ3年）4月1日生まれ

2022年（Ｒ4年）4月2日～ 
2023年（R5年）4月1日生まれ

202３年（Ｒ５年）4月2日～ 
202４年（R６年）4月1日生まれ

10名

若干名

令和７年度募集人数

２号認定
対象 生年月日

募集人数

３歳児
（年少組）

12名

201９年（H31年）4月2日～ 
2020年（R2年）4月1日生まれ

10名４歳児
（年中組）

２歳児

2021年（Ｒ3年）4月2日～ 
2022年（Ｒ4年）4月1日生まれ

若干名










